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【授業の主題】 

  地域で生活する対象者が自らの意思で健康問題に気づき、健康問題の解決に向けた適切な方法を選択し、行動変容

できるように支援する必要性を理解する。また、対象者が主体的に自らの健康問題を把握し、予防的な対処方法、 

または問題解決方法を選択できるように働きかける接近技法や技術の基礎を学ぶ。 

 

【到達目標】 

   １．対象者の健康問題解決に向けた保健指導の方法・技術を理解できる。 

   ２．家庭訪問の一連の過程（情報収集、アセスメント、実施、評価）を理解し、実践できる。 

   ３．健康教育・健康学習の計画を立案し、実践できる。 

 

【授業計画・内容】 

  第 １ 回   保健指導  保健指導の意義、目的・対象・特徴・方法 

   第 ２ 回   健康相談  健康相談の目的・対象・特性 

   第 ３ 回   健康相談  健康相談の相談技術 

   第 ４ 回   家庭訪問  家庭訪問の目的・対象・技術 

   第 ５ 回   家庭訪問  家庭訪問のプロセス 

   第 ６ 回   家庭訪問  家庭訪問の実際（訪問計画立案）  

   第 ７ 回    家庭訪問  家庭訪問の実際（演習１） 

   第 ８ 回     家庭訪問  家庭訪問の実際（演習２） 

   第 ９ 回   健康教育・健康学習 実態把握、健診結果に基づいた健康教育・健康学習 

   第１０回   健康教育・健康学習の実際  計画立案（企画書の作成） 

   第１１回   健康教育・健康学習の実際  計画立案（企画書・指導案の作成）  

   第１２回   健康教育・健康学習の実際  計画立案（企画書・指導案の修正） 

   第１３回   健康教育・健康学習の実際  実施準備（媒体等の準備） 

     第１４回   健康教育・健康学習の実際  グル－プ発表 

     第１５回   健康教育・健康学習の実際  グル－プ発表、まとめ 

 

【授業実施方法】 

     講 義   演 習 

【授業準備】 

     教科書を読んで講義に臨み、講義後は学修内容を復習する。 

【主な関連する科目】 

     「健康教育論」「母子保健活動論」「公衆衛生看護学実習Ⅰ・Ⅱ」などの公衆衛生看護学の科目 

【教科書等】 

     公衆衛生看護学．jp 第４版 デ－タ更新版、インタ－メディカル、2017． 

【参考文献】 

   標準保健師講座２ 公衆衛生看護技術、医学書院、2017． 

   標準保健師講座３ 対象別公衆衛生看護活動、医学書院、2017． 

     最新保健学講座２ 公衆衛生看護支援技術、メヂカルフレンド社、2017． 

     国民衛生の動向  2018／2019年版、 厚生統計協会、2018. 

     最新公衆衛生看護学 第2版 総論、日本看護協会出版会、2017． 

【成績評価方法】 

     出席状況・受講状況（5%）、演習内容・提出課題（45%）、定期試験の成績（50%）による総合評価 

 

【学生へのメッセージ】 

     個人・家族・集団に対して、保健師が直接働きかけて提供する対人援助技術（保健指導）の基本を理解し、

「地域で看護する」時に必要な知識や技術を確実に身につけるよう復習しましょう。 

 

授業科目名・形態   公衆衛生看護技術論   演習     必修・選択の別 選 択 

担当者氏名 日景真由美 開講期 ３年後期 単位数  １ 


